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Frank法ベクトル心電図に関する研究　（第1報）

正常者Frank法ベクトル心電図

金沢大学医学部内科学第二講座（主任　村上元期教授）

　　　　　山　　崎　　幹　　雄

　　　　　　（昭和43年3月2日受付）

本論文の要旨は第26回日本循環器学会総会において発表した．

　近年ベクトル心電図は一般にも普及し臨床的にも

利用されているが，所謂スカラー心電図と異なりその

誘導法が統一されておらず，大きな制約をうけてい

る，誘導法は当初の幾何学的orthogonalな方法から

物理的なorthogonalな方法へと進展してきたが，

その聞多くの誘導法が考案されているが，現在では

Frank法が最：も良く利用されているようである．し

かしFrnakによるベクトル心電図に関しても，現在

なおそのdataは充分とはいえず，更に多くのdata

の集積が必要と考えられる．以下著者がFrank法を

用いて正常者のベクトル心電図を記録，検討した成績

雀報告する．

研究対象および：方’法

・対象とした51名は主として健康な学生ならびに当内

科医局員であり，一部正常と診断された外来患者も含

んでいる．いずれも胸部レントゲンおよびスカラー心

表1　対象51例の年令構成

Age　group　（yrs．）

　～19
20～14
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～

Tota1

Number　of　subjects

2
8
2
1
1
2
2
3
2
1

51

電図にて異常所見をみとめないものである．年令は19

歳から50歳であり，平均27．4歳，男子46名，女子5名

である（表1）．ベクトル心電図撮影記録には，フク

ダ医療電機株式会社製のModel　FVC－3型を使用，

6×6cmのレントゲン写真用フィルムを使用して撮影

記録，すべて同条件にて印画紙に拡大焼付けし計測観

察に供した．

　誘導法はFrankの誘導法1）を使用した．このFrank

の誘導法で必要な7個の導子のうち，5個を胸骨で第

5肋間の高さに引いた水平レベル上に，A．　C．　E．1．　M

の各点を置き（臥位では第4肋間の高さの方が良いと

する人も多いようであるが2）），点Hは後頸部の背部

中央線よ’り1cm右に置き，点Fは左足の膝と躁の間

に置いた．各ベクトル環の各投影面の見方は，まだ完

全に統一されていないが，1954年のAmerican　Heart

Associationの心電図委員会における決定に従い図1

の如く，側面図では左側面から，水平面図は頭側から

見下ろしたように前後をみる方法をとった（図1），

刻時点は，1．25msec，2msec，5msecを使用しりそ

れぞれの刻時点に対してQRS環，　T管共にブラウン

管上の大きさを変えて，前頭面，左側面，水平面の三

平面を同時に多数写真撮影し，計測しやすいものを使

用した。

　次の如き諸因子を測定した（図2）．

　QRS環に関しては，（1）QRS環の回転方向．

（2）QRS環の最大ベクトルの大きさと方向．（3）

QRS環の0．005秒，0．01秒，0，02秒，0．03秒，0．04

秒の瞬時ベクトルの方向．（4）QRS環でかこまれる

面積．（5）QRS環面積を二等分するベクトル（半面

積ベクトル）の大きさと方向．（6）QRS環最大ベクト

ルの半分の半径で原点中心に円を描いたとき最初に

　Studies　on　Frank　Vectorcardiogram（1）．　Frank　Vectorcardiograms　in　NormaI
Adults．　Mikio　Yalnazaki，　Department　of　Internal　Medicine（皿）（Director：Prof．
M．Murakami），　School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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図1　前頭面，左側面，水平面における角度表示法
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QRS環と交わる点のベクトル（1／2　QRS環最大ベク

トル）の大きさと方向．（7）QRS環の長径と短径の

比（L／W）．

　T環に関しては，』T環最：大ベクトルの大きさと方向

　QRS環とT環との関係については，（1）QRS環最

大ベクトルとT環最大ベクトルとの爽角．（2）QRS

環半面積ベクトルとT環最大ベクトルのと爽角，であ

る．なお，全例にベクトル心電図記録と同時にスカラ

ー心電図をも記録し参考とした．QRS環の面積測定

には，久永度量衡のNH式眼鏡プラニメーターを使

用した．

研　究　成　績

　測定した諸因子に関する結果は図2および表3～表

15に示し，図3にまとめてある．

　QRS環の回転方向：前頭面ではその大半（62．8％）

が時計方向回転を示し，8字型を示す14例でもその12

例はその最初の回転方向が時計方向回転を示し，合計
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図2　QRS環の計測方法
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86．3％のQRS環が時計方向の初期ベクトルをもって

始まっている．回転方向不明の直線状を示す2例は別

として，反時計方向回転で始まる8時型を示す2例を

含む反時計方向回転のもの5例がみられたが，この5

例に関しては，年令，性別その他共通した関連性はみ

とめられなかった，左側面，水平面では，いずれも反

時計方向回転を示しており，左側面1例，水平面3例

の8字型を示す症例では，その回転はいずれも反時計

方向回転をもって始まっている（表2）．

　QRS環最大ベクトルの大きさ：前頭面，左側面，

水平面の三平面共かなり変動をみとめるが，水平面は

比較的一定した値を示すようである（図3）．

　QRS環最大ベクトル（L）とこれに直交する線で

QRS環と交わる最大のものをQRS環の横径とする

と，この横径に対する長径（最大ベクトル）の比（L／

W）は図4に示すが，前頭面では著しく大きく，左側

面，水平面と大差を示している．即ち図3に示すQRS

環最大ベクトルの大きさとさらに後に示すQRS環の

面積（図13）とを考え合せるとQRS環の環形は前頭

面では長く狭く，左側面，殊に水平面ではし／Wの平

均1．2とほぼ円形を示している（図4’の左側面，平面

の平均値より離れて上方に分布するものは，8字型を

示すものに多い）．

　QRS環最大ベクトルの方向：前頭面では16～71度

とかなり狭い範囲に分布しており，約50度付近に分布

するものが多く，その平均は47．1度である（SD　12．5）

（図5）．
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表2　QRS環の回転方向

　　　　C．

Figure　of　8（C→CC）

Figure　of　8（CC→C）

　　　　Linear

　　　　C．C．

Fronta1

32　（62．8％）

12　（23．5％）

2（3．9％）

2（3．9％）

3（5．9％）

Left　Sagitta1

1（2．q％）

50　（98．0％）

Horizonta1

3（5．9％）

48　（94．1％）

C．：clockweise，　　C．C，：counterclockweise．

図3　QRS環最大ベクトルの大きさ（mV）
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図4　QRS環の横径に対する長径の比
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　左側面では広く分布し，その範囲も一152～0～134

度であるが，比較的多くは約40～100度の間に集まる

ようである（図6）．これらのQRS環最大ベクトルの

方向で最も特徴的なものは水平面であり，二つの群に

大別されるようである．即ち大多数例は左方に一57～

0～46度に分布し，その平均は一19．5度であるが，他

の少数のものはこれらより更に後方からやや右後方に

かけて分布を示し，その範囲は一87～一123度平均一

101．7度である，これら後方に分布する群に属するも

のに一定の関連はなく他の一群との聞にも何ら関係

もなく，年令，二等にも無関係である．このことは

Pipberger　3）のSVEC一皿法による所見でもみられ

るようである（図7）．

　瞬時ベクトルすなわち0．005秒，0．01秒，0．02秒，

0．03秒，0．04秒ベクトルでは，前頭面の0．005秒，0．01

Frontal　　Left　Sagittal　Horizontal

秒のベクトルはいずれも極めて広く分布し一定の傾向

を示していないが，0．02秒，0．03秒ベクトルはかなり

狭い範囲にまとまっている．その標準偏差も小さくそ

れぞれ1919，18．1である．しかし0．04秒ベクトルは広

くばらつきを示している．これは前頭面でのQRS環

の回転方向が関係し，左前方に分布する大部分からは

なれて右方更に右下方に分布するのは，8字型および

直線状をなすものが大部分ぞある（図8）．左側面，水

平面での0．005秒，0．01秒，0．02秒，0．03秒，0．04秒

ベクトルは大きなばらつきを示してはいないが，90度

を越える比較的大きな範囲内に分布している（図9，

10）．前述の前頭面で0．005秒，0．01秒ベクトルが広く

分布するのは，左側面，水平面での同ベクトルが比較
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　図5　QRS環最大ベクトルの方向（前頭面）
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図7　QRS環最大ベクトルの方向（水平面）
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図6　QRS環最大ベクトルの方向（左側面）
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的良くまとまりを示したことから，初期ベクトルがや

や右方前方に向うことより，前頭面では原点にごく近

くに分布する極めて動きの少ないベクトルのためと考

えられ，測定上の問題ではないと考える．前述した如

く水平面における最大ベクトルは二群に分れ，その少

数の一群は後方から右後方に存することを記したが，

これはQRS環の終末部が後方から右後方にかけて大

きくつき出すような形をとる症例の存するためであ

り，事実この方向に向うベクトルはこれらのQRS環

のベクトルとしては最大ではあるが，真にQRS環全

体の方向を示すには不適当である．QRS環の面積を

等分する半面積ベクトルは図11に示す如く，前頭面で

5～82度平均52．0度（SD　22．3），左側面で22～141度

平均72．1度（SD　23．7），水平面で一52～0～41度平均

一13．9度（SD　20．4）とかなりまとまった分布を示し

ているようでQRS環の指標としては有用と考えられ

る．このことはSVEC－11［法におけるPipbergerの

主張4）と一致する．またこの半面積ベクトルはQRS

環最大ベクトルの方向と極めてよく一致する．前述

QRS環最大ベクトルを図示した図5，6，7に実線の

QRS環最大ベクトルの分布に点線で示してあるのが

半面積ベクトルである．水平面で終末部が右後方へは

りだしている症例を含めて，正常分布を示しているの

は興味深いが，その平均値も表3に示す如く，QRS



　　　　Frank法ベクトル心電図（1）

図8　QRS環初期瞬時ベクトルの方向（前頭面）
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図9　QRS環初期瞬時ベクトルの方向（左側面）
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図10QRS環初期瞬時ベクトルの方向（水平面）
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環最大ベクトルの前頭面，左側面，水平面での平均が

それぞれ47．1度，51．6度，一36．8度（後方にはりだし

たものを除いた症例では一19．5度）に対して，半面積

ベクトルの方向は52．0度，72．1度，一13．9度と比較的

近い値を示している．半面積ベクトルは測定上の問題

もあり（測定に時間を要し煩雑である），実際にベク

トル心電図を測定するためにQRS環最大ベクトルの

半分の大きさで，原点中心に円を描いたとき最初に

QRS環と交る点のベクトルを測定してみた（図12）．

その分布の範囲（平均値）は前頭面8～63度（38，2度），

左側面一6～0～124度（52．2度），水平面一21～0～101

度（49．9度）であり正常分布をなす如くであり，一応

の指標にはなり得るようであるが，著者の目的とは異

なり瞬時0．02～0。03秒ベクトルと近似せる値を示し

ているようである．QRS環の初期ベクトルが問題と

なる心筋硬塞，左室肥大等での臨床的診断基準として

有用と考えられる（図12）．

　QRS環面積：図13は直交する二軸にそれぞれ1mV

を加えたときに囲まれる面積を単位としてパーセント

で表現してある．前頭面はQRS環形から当然QRS

環面積は小さいが，左側面，水平面ではほぼ倍以上の

面積を示しておりそのばらつきも大である．したがっ

て前頭面，左側面，水平面でのQRS環面積の和も一

定の傾向を示していない（図13）．
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　丁環に関して：丁環の回転はQRS環より遅い故，

描かれるT環もその輝点の密集があり，瞬時ベクトル

を観察することは困難かっ不正確となる恐れもあり，

本報告ではT環最大ベクトルの大きさ，およびその方

向についてのみ検討した、すなわち図14に示すごとく，

前頭面においては15～85度平均47．9度（SD　18．8），

左側面では76～176度平均134．3度（SD　21．2），水平

面では一10～0～85度平均41．5度（SD　19．7）と比較的

まとまった分布を示している．全体的な空間T環ベク

トルとしてみると，ほぼ左方前方下方に向うものと考

えられる（図14）．

　QRS環とT環の関係について：QRS環最大ベクト

ルと丁環最大ベクトルとの爽角が考えられる．QRS

環最大ベクトルのところで述べた如く，QRS環最大ベ

クトルは前頭面を除いて，左側面，水平面共にあまり

まとまった分布を示していない。一方T環最大ベクト

ルの分布が比較的限局された範囲に存することから，

QRS環最大ベクトルとT環最大ベクトルの來角は図

15に示す如く，前頭面における以外大きな広がりを持

つ分布を示しており，殊に水平面では前述の二つのグ

　　o写180

Frontal

　　　o　－90

図14　T環最大ベクトルの方向

　　　　　Left　Sagitta1

　　　　　　　－90。
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図15　QRS環：の最大ベクトル，半面積ベク

　　トル，1／2最大ベクトルとT環の最大

　　　　　　ベクトルとの爽角
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ループに分けた症例が，そのままここでも多数の症例

よりかけはなれて分布している．QRS環最大ベクト

ルにかわりうる因子として，半面積ベクトルをとりあ

げ検討してきたが，この半面積ベクトルとT環最大ベ

クトルとの來角は一定の傾向を示しているといえ，そ

の分布範囲の広さから一定の指標とはなり難いものと

考えられる．一方1／2QRS環最大ベクトルとT環最

大ベクトルとの爽角はその分布範囲も，前頭面0～30

度平均12．9度（SD　8．3），左側面1～100度平均27．3度

（SD　22．2），水平面0～82度平均23．7度（SD　20．7），

と比較的きれいな分布を示している．すなわちQRS

環と関連してT環最大ベクトルを表現するに適した因

子であると考えられる．（この因子でも当然前述の水

平面の如く，二つの群に分れるようである．）

　その他計測した諸因子の範囲，平均値，標準偏差

は表3に示す．水平面でのQRS環最：大ベクトルは，

前記した如き理由から，二群に分けそれぞれの平均値

を記してある．

考察およびi総手舌

ベクトル心電図における報告は数多く，いろいろの

崎

方向かの検討がなされているが，1936年のSchellong

4）の誘導法以来，比較的利用されているものだけで20

数種という多くの誘導法に関する誘導理論とその妥当

性の検討，さらにその優劣に関するものがほとんどで

あり，ごく最近に至ってようやくGrishman法5），

Frank法1），さらにSVEC一皿法6）らの誘導法が頻用

され，これらの誘導法を使っての臨床的応用が報告さ

れるに至ってきている．しかしその数量的計測的な資

料を提供している報告は少なく，今回著者が用いた

Frank法においても正常者における詳細な・dataは

なく，主にQRS環最大ベクトルの方向，大きさ，　T

環最大ベクトル，QRS－T二三について他の誘導法と

比較した報告がほとんどであり，我が国における報告

も，佐聯7）のGrishman法との比較（主にQRS環

最大ベクトル，T環最大ベクトル等に関して）の報告

のみである．今回，著者は他の心疾患を：有する患者の

ベクトル心電図，例えば左室肥大，右室肥大，心筋硬

塞，脚ブロック，さらには先天性或いは後天性の心疾

患の解明に役立ちうるような正常者群のFrank法に

よるベク』トル心電図のいくつかの諸因子につぎ，量的

な計測を試みた，

　QRS環の長軸は一般に左下方（やや前方からやや後

方かけて）に存する楕円形を呈しており，その回転方

向は前頭面i左側面，水平面共に反時計方向回転を示

すことが想定されるが，事実は左側面，水平面共に反

時計方向回転を呈す一方前頭面ではかえって時計方向

回転を示している．このことは前頭面にQRSて環が

細く狭い環形を示すこととも関係しており，QRS環

をななあ裏面からみることになるからであろづ．QRS

環面積が前頭面で他の二平面より極めて小さいこと，

L／Wが大きいことを裏づけていよう．数的な表現は

できないが，前頭面でQRS環が垂直に近いものは反

時計方向回転を示すが，大多数は時計方向回転を示し

ながら最大ベクトルは左下方に向いまとまった分布を

示すことから臨床的基礎として重要であろう．左側面

では楕円形を呈しながら下方やや後方に向い，その最

大ベクトルはばらつきが大きく，QRS環平均ベクト

ルを表わすのにはQRS二半面積ベクトルを採るべき

であろう．測定上の問題を含んではいるが半面積ベク

トルは三平三共に比較的狭い分布を示し，事実前述し

た如くその分布曲線はQRS環最大ベクトルのそれと

よく一致し，正常者を表わす測定上の因子として充分

その任をはたしていよう．水平面QRS環は左方に存

し，やや後方に向う楕円形を呈し反時計方向回転を呈

する．水平面で最も興味深くかつ注意を要するもの

は，QRS環の求心脚がしばしば原点よりかなりはな
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れた右後方より原点に向うため，左方に向う長軸より

長いベクトルが存在することである．この長いベクト

ルを最大ベクトルとするとQRS環最大ベクトルの分

布は二瀬に分れることになり，事実この右後方に向う

長いベクトルはQRS環最大ベクトルとしては不適で

あり，計測上の誤りを生じやすい．この場合Frank

法でのBristow　8）が述べる如く半面積ベクトルを測

定することで，水平面QRS環最大ベクトルの代用と

し得るようである．Pepberger　9）は同様の結果を報

告している．半面積ベクトルはベクトル心電図実用上

測定はやや困難なため，著者は1／2最大ベクトルを計

測検討したが，前頭面以外は最大ベクトルとは一定の

関連性を有しないようである．

　QRS環初期瞬時ベクトルに関しては，その測定は

極めて有意義であり，殊に心筋の一部に虚血壊死を呈

する心筋硬塞ではその初期ベクトルの方向は硬塞の部

位決定に欠くべからざるものと考えられる．前頭面に

おける0．005秒，0．01秒ベクトルは共にQRS環形さ

らに環最大ベクトルが比較的狭く分布するなどから予

想されることとは逆に，非常に広い分布を示す．この

ことはQRS環初期ベクトルが原点からやや右方から

前方に向うことと，前頭面ではQRS環を表面からみ

る場合と裏面からみる場合の二通りの場合があるため

であろう．しかし前頭面での0．02秒，0，03秒ベクトル

はQRS環最大ベクトルとほぼ一致した方向傾向を示

すが，0．04秒ベクトルはまばらな分布を示す．これは

0．04秒ベクトルが時此奴に最大ベクトルを越えている

ために，また前述の如く時計方向ないし反時計方向回

転あるいは8字型とその歯型，回転方向に影響されて

いるためであろう．左側面，水平面は時間的に0．005

秒～0．04秒と，前方→下方→後方，右前方→前方→左

後方と逐次移行している．またこの瞬時ベクトルの

0．03秒過0．04秒ベクトルはほぼ最：大ベクトルに一致し

ている．このことはスカラー心電図QRS時間0．06～

0．08秒とも良く一致する．ここでも1／2QRS環最大

ベクトルの存在が有用な価値を示していよう．すなわ

ち瞬時ベクトルの測定には，その記録時の条件一刻時

時間がベクトル環解読を左右することが多いが，1／2

最大ベクトルがこの初期瞬時ベクトルの態度を代用

し得るものなら好都合であろう．事実1／2QRS環最

大ベクトルは，前頭面，左側面，水平面の三平面共

に，0．02秒ベクトルと極めて類似した分布を示してい

る．

　QRS環面積は極めて広い範囲に分布しており，一

定の傾向を示さず，あまり良い測定因子にならないと

考えられる．

崎

　T環は最大ベクトルの方向とその大きさのみ検討し

た．前頭面，左側面，水平面共に比較的まとまりを

みせている．T環に関してはSchmitt法によれば，

子供では年令の変化によるT環の変化は認められな

い10）．一方40歳以上の成人ではQRS環よりもT環

の変化の方が加令とは関係が強いとの報告もあるが

11）～14），特異的な変化ではないとされている．SVEC一

皿法での報告によるまでもなく，スカラー心電図か

らもT環が殊に心筋虚血，心筋硬塞で大きな変化を生

ずること，また著者らの第26回日本循環器学会総会で

の高血圧症のベクトル心電図の報告の如く正常よりさ

らに右方前方に偏位することが認められており，T環

の正常分布を知ることは極めて重要であろう．本報告

ではT環最大ベクトルの方向は前頭面，左側面，水平

面いずれも比較的まとまった分布範囲を示している．

しかしT環最大ベクトルの大きさは，QRS環最大ベ

クトルの大きさと同様かなり変動がある．

　QRS環の偏位，　T環の偏位等から単にT環の方向

のみを知るよりQRS環に対するT環の変化をみた方

がさらに測定上のcriteriaとしては意義があろう，

QRS環とT環の関連性を示す最も簡単な方法は，

QRS環最大ベクトルとT環最大ベクトルの爽角を知

ることであるが，QRS環の項で記した如くQRS環最

大ベクトルが前頭面以外分布範囲は広く，したがって

QRS－T爽角も前頭面以外ばらつきも大きく，殊に水

平面でのQRS環最大ベクトルの二峯性の分布によ

りQRS－T爽角も晶群に分れている．　QRS環半面積

ベクトルとT環最大ベクトルの爽角を算出したが，最

大QRSベクトルと最大Tベクトルの爽角よりは狭い

範囲に分布する如くではあるが，さらに1／2最大QRS

ベクトルと最大Tベクトルとの高角の方が最：も良く

QRS環とT環の関係を表示しいずれの面でもその平

均は30度以下を示している．この結果から逆に考えれ

ば，T環の平均ベクトルはQRS環初期0．02秒目クト

ルとその差30度以内でほぼ同方向を示すことになる．

これは最大QRS－T爽角よりも利用度は高く，また

測定上の煩雑さの点からQRS隔心面積ベクトルとT

環最大ベクトルの爽角よりも便利かつ有意である．

結 論

　51例の正常成人のFrank法ベクトル心電図を記録

し，種々の量的計測を行なった．

　1．QRS環最大ベクトルの方向，大きさ，　QRS環

半面積ベクトルの方向，初期0．005秒，0．01秒，0．02

秒，0．03秒，0．04秒の瞬時ベクトルの方向，1／2QRS

環最大ベクトルの方向，QRS環面積，　T環最大ベク
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トルの方向と大きさ，QRS環最大ベクトルとT環最

大ベク！・ルの來角，QRS環半面積ベクトルとT環最

大ベクトルの三角，1／2QRS環最大ベクトルとT環最

大ベクトルの爽品等につき計測を試みた．

　2．QRS環最大ベクトルは水平面で一群に分類す

ることができるが，QRS環半面積ベクトルは一定の

傾向を示している．

　3．1／2QRS環最大ベクトルは初；期0．02秒瞬時ベ

クトルと同方向性に分布しその範囲は狭くその測定上

の簡便さと共に有用な因子と考える．

　4．QRS環面積は変動が大きい．

　5．T環最大ベクトルの大きさは変動が大きいが方

向は分布範囲も狭い．T環ベクトルの測定は重要と考

えられる．

　6．QRS環とT環の関係に関しては，　QRS環最大

ベクトルとT環最大ベクトルの爽角よりも，QRS環

半面積ベクトルとT環最大ベクトルの三角の方が，さ

らに1／2QRS環最：大ベクトルとT環ベクトルの三角

の方が，対称群との比較する因子として利用度が高い

と考えられる．

　稿を終るに当り，御教：示，御校閲をたまわった恩師村上元孝教

援，終始直接御指導，御鞭睡を仰いだ村上暎二’講師に深甚なる謝

意を表します，また御協力，御援助をいただいた積良博士，高橋，

竹越，平丸，土屋，小野江学士に厚く御礼申し上げます．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Aquantitative　analysis　of　the　Frank　vectorcardiograms　of　fifty－one　normal　adults

was　made　to　determine　the　mean　values　and　the　norrnal　range30f　several　vectっrc・

ardiographic　parameters．
　1）　Data　concerning　the　QRS－loop　alld　the　T－100p　a豆d　relationship　between　these

loops　were　presented．

　2）　The　half　area　vectors　of　the　QRS－100p　in　each　projectio且were　distributed

withill　a　narrower　range　than　the　maximum　vector　of　the　QRS－100P．　So　the　former

was　the　most　useful　parameter　to　represent　the　directio豆of　the　QRS－100p．

　　3）　The　1／2　maximum　QRS－loop　vector　seemed　to　be　a　valuable　parameter　for

clinical　evaluation，　because　its　direction　was　closely　correlated　with　the　initial

installtaneous　O．020r　O．03　second　vecto：rs．

4）　The　Q．RS－loop　areas　were　very　variable．

5）　The　maximum　T－loop　vectors　provided　a narrow　range　of　distributioll　and

was　a　useful　parameter　for　vectorcardiographic　diagnosis．

　6）　The　angle　between　the　half　area　vector　of　the　QRS－loop　and　the　maxlmum

vector　of　the　T－loop　seemed　to　provide　a　Inore　valuable　parameter　than　that　be－

tween　the　maxilnum　vector　of　the　QRS－loop　and　the　maximum　vector　of　the　T－looP・


